
ライフル用具検査ガイド 

オリンピック大会、世界選手権大会、ワールドカップ及び大陸選手権大会での必須条件 

 

（注）日本国内の銃刀法に則って検査すべきであることは言うまでもない。資格のない者

が他人の銃に触れることは銃刀法違反となるので注意すること。 
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１．用具検査班の構成 

1.1  ライフル用具検査班は、少なくとも５名、できるなら７名の資格ある審判員で構成 

されるべきである。少なくともその内の１名は女性でなければならない。 

1.2  用具検査場は流れ作業の原則によって設営されなければならない。現場には５名ま

たはそれ以上の検査員がいるべきである。小規模の競技会では、この人数を、連続

する２つ以上の検査を一人が受け持つことにより、削減することはできる。 

1.3  最初の検査員は選手の用具検査用紙に必要事項の全てを書き込む。 

1.4  ２番目の検査員はライフルを検査（寸法、バットプレ－ト、ブラインダー、引き金、

重量、スリングなど）し、ライフルに印をつけ、用具検査用紙に署名する。 

1.5  ３番目の検査員は靴底曲げ装置で靴（ライフルシューズおよびピストルシューズ）

を検査し、用具検査用紙に署名する。ライフルの検査台の後に１台の靴底曲げ装置

しかない場合、可能であれば、この検査員には別の検査も担当させることができる

だろう。 

1.6  ４番目の検査員は厚さ検査器で選手の靴、グローブ、ベルト、ジャケット、ズボン

及び下着の厚さを測り、選手の衣服のスポンサーマークを調べる。 

1.7  ５番目及び６番目の検査員は固さ検査器で選手のジャケットおよびズボンの固さ

を調べる。 

1.8  最後の検査員はジャケットの前合わせの重ねしろと肘をあてる部分の縫い目を検

査し、衣服に印をつけ、用具検査用紙にサインをする。そしてその大会がＩＳＳＦ

選手権大会（6.7.6.2/6.7.6.2e）ならば、ＩＳＳＦ用具検査タグを取り付ける。 

   6.7.6.2e 用具検査手順 

   用具検査係は全ての射撃ジャケットと射撃ズボンを、選手に登録されたシリアルナ 

ンバーのついたタグを調べ、確認しなければならない。タグはタグを壊すことなく

取り外すことができないように設計されてなければならない。２０１３年以前に

“One Time Only検査”で発行されたタグはこの要求を満たしている。タグのないジ

ャケットとズボンはＩＳＳＦルールを遵守しているか検査され、選手に登録された

ものとしてタグが取り付けられなければならない。用具検査ジュリー及びライフル

ジュリーは、ルール 7.5.1.2 に従い、ランダム検査でジャケットやズボンのタグを

利用する。 

1.9  主任用具検査ジュリーは用具検査証明書を作成し、記録の保管をする（6.7.6.2）。 

1.10  用具検査班の仕事は、6.8 の必要に応じ、用具検査ジュリーの支援と監督によらな

ければならない。注）少なくとも１名のＩＳＳＦマスター用具検査グループの委員

がいなければならない。 

1.11  全ての機器の校正はＩＳＳＦ用具検査テスト＆校正キットによる（用具検査機器の

校正ガイドラインを参照のこと）。 

   注）6.7.6.2b 用具検査班は、公式練習日からライフル、ピストル、ランニングタ



ーゲットの競技が終了する日まで、選手の用具の自主検査のために開けられていな

ければならない。 

   ライフル用具検査班では、全ての検査機器を使用前に、テストし、校正し、その検

査機器が使用に耐えうるものであるというＴＤの確認を受けた証明を持つ検査機器

を用意しなければならない。 

1.12  校正：6.7.6.2c 毎日の検査前及び競技後検査において失格となると思われる事態

が生じたときに行われる検査器具の調整には、ＩＳＳＦ校正検査器具を用いなけれ

ばならない。 



２．検査機器 

2.1  １ｇ刻みの１０ｋｇ重量はかり。 

2.2  ３００ｍスタンダードライフルの引き金の重さを測る錘＝おもり＝（１５００ｇ、

柄の長いものが良い）。 

   注）金属製またはゴム製でナイフの刃先形状となっている錘を使用しなければなら

ない。 

   注）円筒状の錘を使用することは許されない。バネや他の装置につながっていない

単体の錘を使用しなければならない。 

2.3  ３００ｍスタンダードライフル及びエアライフルの、7.4.4.2 に規定されている全

ての寸法のテンプレートシート。 

2.4  定規またはメジャー。 

2.5  6.5.1に規定されている衣類の厚さを検査する測定器。 

2.6  6.5.2に規定されている衣類の硬さを検査する測定器。 

2.7  7.5.4.2 に規定されている７０ｍｍオーバーラップゲージ（引く力が６ｋｇ～８ｋ

ｇ）。 

2.8  靴測定ゲージ、５ｍｍ及び比率を測定する。 

2.9  6.5.3に規定されているＩＳＳＦ公認の靴底柔軟性測定器（使用方法は添付書類Ａ）。 

2.10  ニーリングロール測定ゲージ検査用円筒チューブ（２５ｃｍの長さで１８ｃｍの直

径がなければならない）または直径１８ｃｍの穴の開いた２５ｃｍ×２５ｃｍの板、

7.5.8.5。 

2.11  ｍｍ目盛りの３００ｍｍ金属定規。 

2.12  用具を測定する様々な型枠。 

2.13  コンピューター、プリンター及び用具に印をつける器具または方法、消せない印を

つけられるペンを含む。 

2.14  用具検査票（できれば、選手名、ＩＳＳＦＩＤナンバー、参加種目及びＩＳＳＦシ

リアルナンバーが事前に入ったもの）、ＩＳＳＦ証明書（黄色のカード）を発行でき

る機器。 

2.15  マスキングテープ、衣服にマッチするように数種類の色のものをそろえる。 

2.16  ＧＴＲ及びライフルルールの英語版及び（あれば）現地語版のコピー。注）ＩＳＳ

Ｆウェブサイトにある正誤表や関連あるルール説明のコピーも手元になければなら

ない。 

2.17  ライフル種目にエントリーした全選手の名前とＩＳＳＦＩＤナンバーの国別の表。 

2.18  用具検査タグまたはシール（なるべくならシリアルナンバーの入ったもの）。 

2.19  衣服、引き金、靴及びテーピングの再検査通知カード。 



３．検査手順 

3.1  選手はライフル及び使用すると思われる全ての用具を持って本人自身が用具検査

室に出向くことができる。 

3.1.1 チーム役員及び選手に用具検査室の場所及び開室時刻を知らせる（6.7.6.2a）。 

3.1.2 選手は用具を検査するために用具検査室に持っていくことを奨励される

（6.7.6.2d）。 

3.1.3 用具検査は全ての射撃ジャケット及び射撃ズボンがタグによって個別特定されて

いることを保証しなければならない。 

3.2  6.5.2 の元で固さ検査器を使用するうえで効果的かつ変わらない結果を保証するた

め、以下の手順を用いること。 

3.3  機械を検査台（約１.２ｍ幅×０.８５ｍ奥行き、高さは作業しやすい高さ）または

最も大きなジャケットやズボンを検査する際に十分サポートするだけ広く滑らかな

表面を持つ作業台に設置する。測定円柱「Ａ」は作業面と同じレベルになければな

らず、検査台の表面は測定中に布の動きを邪魔しないような素材でなければならな

い。 

3.4  測定する衣服は測定円柱を横切るように、作業台の表面と測定円柱が接するように

衣類の内側を置き、ズボンでは（測定がしにくいので）作業台の表面と測定円柱が

接するよう外側を置く。ウエストバンドの計測の際には、端の縫い目や折り目を考

慮したうえで正しい結果が出るように注意しなければならない。 

3.5  測定する表面は、できるだけ折り目やひだ、しわの無いことを確保する。 

3.6  計測板を慎重に下げて衣服に乗せるそして数秒間そのままにしておく。測定手順の

最大時間は１分間である。 

3.7  その衣服が合格するためには、３ｍｍ以上のくぼみができ、デジタルディスプレー

に３.０ｍｍの数字が示されなければならない。それより低い数字が示された場合、

その衣服は合格しなかったことになる。許容誤差はない。 

3.8  ライフルの服装検査は選手が終了した直後に行う。もし衣服が合格しなければ、１

回目の検査後、再度検査をする。 

3.9  もし１ヶ所で 2.9 以下であったなら、測定器を再校正し、その箇所を再検査する。

もしその箇所で再び合格せず、その他全ての箇所（４、５ヶ所）で合格の場合、そ

の衣服は失格とはしない。もし２ヶ所以上で合格しないなら、その衣服は失格とな

る。 

3.10  もし１ヶ所のみ固さ検査に合格せず、その他は合格していた場合、用具は失格とは

ならないが文字による警告を選手に与えなければならず、さらにタグは切り外され

なければならない。選手がその用具を使い続けられるのはその日のその種目だけと

なる。その用具は次の大会において再検査されなければならず、合格した場合は新

しいシリアルナンバーのついたタグを付けることになる。 



3.11  検査で不合格とならないように十分な許容範囲を持つ衣服で参加することは選手

の責任である。もし選手が３.１や３.０しか示さない衣服で参加するならば、不合

格となる可能性は高く、危険なレベルである。 

3.12  用具固さ検査：ジャケット及びズボンのどこの場所（直径６０ｍｍ）でも測ること

ができる。もし小さすぎる場所のときは、検査は縫い目の上でも行われなければな

らない。固さ検査はジャケットやズボンの文字の上でも行うことができる。 

3.13  衣服の２ヶ所以上で測定するか、または承認された図に示されその衣服が競技会で

の使用を許可されることになった検査で合格したはずのすべての箇所を測定する。 

 

 

 

                     

 

 

 

 

 

3.14  もし必要ならば測定は縫い目や文字、マークをまたいで行う。 

3.15  ジャケットの前合わせの重ねしろ測定器（７０ｍｍ検査ゲージ、引く力６ｋｇ～８

ｋｇ）（7.5.4.2）。用具検査では６ｋｇの測定器を推奨するが再検査では８ｋｇのも

ののみ使用可とする。 

3.16  スリングの幅、バットプレ－トの深さ、などなど、を調べるゲージ（アルミニウム

製またはパースペックス製：透明アクリル樹脂）。 

3.17  ボタン位置の印をつけるためのマジック。 



 

 Ｉ Ｓ Ｓ Ｆ 

ルール番号 

 選手は、ＩＳＳＦ選手権大会で自分の使用する全ての用具と服装がＩＳＳ

Ｆルールを遵守していることを保証する責任を負う。 

 全ての用具は用具検査ジュリーと組織委員会により設置された用具検査

係において、各競技ジュリーによるものと同等に検査される。 

 用具検査票のコピーが１枚選手に渡される。選手は用具とともにその検査

票を常に持っていなければならない。もし選手が用具検査票をなくした場

合、その再発行には１０.００ユーロの料金がかかる。 

 もしライフル用の服装を同じ選手権大会の期間中に２度目もしくは再検

査のために再 提出するならば、再検査費用として２０.００ユーロが課せ

られる。 

６.７.２ 

 

６.７.３ 

 

６.７.２ h) 

 

 

６.７.２ i) 

 

 

 



 

検査項目 検査手順 Ｉ Ｓ Ｓ Ｆ 

ルール番号 

全てのライフル銃  

ライフルの数  単発式ライフル。１発ごとに手動で装填しなければ

ならない単発式のライフルのみが使用できる。ただ

し、３００ｍスタンダードライフル種目においては、

国際ミリタリースポーツ評議会（ＣＩＳＭ）の３００

ｍライフル種目で使用できるライフルについては、事

前に用具検査を通れば、使用することができる。 

 １種目１ライフル。１種目の予選、本選、ファイナ

ルラウンドでは１丁のライフルしか使用が許されな

い。機関部、銃身およびストックの交換は、着脱式の

バットストックの交換を除いては、許されない。機関

部、銃身およびストックに取り付けられたアクセサリ

ーの交換はできる。機能しなくなったライフルは、ジ

ュリーの承認があれば、ＧＴＲ6.13.3 に従い、交換

することができる。 

７.４.１.１ 

 

 

 

 

 

７.４.１.２ 

動きまたは振動の減

衰システム 

 動きまたは振動の減衰システム。弾が発射される前

のライフルの振動や動きを能動的に減衰、減速または

最小化させるような装置、機構またはシステムは禁止

される。 

７.４.１.３ 

電気式トリガー  全ての構成部品はライフルの機関部または銃床の

中にしっかりと内装されていること。従って電池やコ

ードが外側から見えてはならない。 

７.４.１.７ 

a) 

サイト 

ブラインダー 

 フロントまたはリアサイトに色付きまたは偏光フ

ィルターをつけることはできるが、拡大レンズをつけ

ることはできない。 

 光の増感装置、光学式サイト、光学機器またはスコ

ープをライフルに装着することはできない。 

 １枚の視力矯正レンズをリアサイトに取り付けて

もよいし、選手が視力矯正レンズまたは色付きレンズ

を着用することもできる。 

 撃発機構を作動するようにプログラムされた照準

装置はどのような物も禁止される。 

７.４.１.６ 

a) 

 

７.４.１.６ 

b) 

７.４.１.６ 

c) 

 

７.４.１.６ 

d) 



 目かくし板をライフルまたはリアサイトに取り付

けることはできる。目かくし板は高さ３０ｍｍ以内

（Ａ）で、リアサイトの穴の中心から照準に用いない

眼の方向に１００ｍｍ以内（Ｂ）のものでなければな

らない。照準に用いる眼の側に目かくし板を使用する

ことはできない。そして、右肩に銃を当て左眼で照準

する場合、拡大レンズ等の機能のない、プリズムや鏡

を利用した装置を使用してもよい。この様な装置は右

肩に銃を当て右眼を使用する場合には使用してはな

らない。 

７.４.１.６ 

e) 

 

 



 

検査項目 検査手順 Ｉ Ｓ Ｓ Ｆ 

ルール番号 

５０ｍライフル銃  

口径  ５.６ｍｍ（.２２口径）のリムファイアロングライ

フル 

７.４.５ 

重量とバットストッ

ク 

 男子および女子用のライフルの重量は、パームレス

トやハンドストップを含むすべての使用するアクセ

サリー類を装着した状態で 8.0ｋｇを超えてはならな

い。 

 ストックやバットストックの下面に装着するウエ

イトはチークピースの最大幅を超えて水平方向（側

方）に張り出してはならない。 

 ウエイトはバットプレートの最深部を通る垂直線

よりも後方へ張り出してはならない。 

 ウエイトはバットストックにしっかりと装着され

ていなければならず、テープで貼り付けることはでき

ない。 

 ライフルのフォアエンドに装着するウエイトは銃

身軸線から下方向に９０ｍｍ以内、前方には機関部の

後端から７００ｍｍ以内まで張り出すことができる。 

 バットストックについては銃軸線の下方１４０ｍｍ

を超えてはならない。この制限は木製ストックのライ

フルには適用されない。 

 

７.４.５ a) 

 

 

 

７.４.５ b) 

 

 

７.４.５ c) 

 

７.４.５ d) 

 

 

７.４.５ e) 

 

 

７.４.５ f) 

 

 

 

銃身と延長チューブ  銃身と延長チューブにはいかなる方法によっても

穴を開けてはならない。コンペンセーターおよびマズ

ルブレーキは、ライフルにおいては、禁止される。銃

身、延長チューブの内面はライフリングまたは薬室の

加工を除き、いかなる加工や部品の取り付けも禁止さ

れる。 

７.４.１.５ 



バットプレートとフ

ック 

 バットフックは、銃身軸線に対して直角をなし通常

肩にあたるバットプレートの凹みの最深部に接する

線を基準として、後方１５３ｍｍ（Ａ）を超えてはな

らない。 

 そのフックのカーブの外側の全長は１７８ｍｍ

（Ｂ）を超えてはならない。 

 バットプレートの上端の部分の突出は、銃身軸線に

対して直角をなし通常肩にあたるバットプレートの

凹みの最深部に接する線を基準として、後方２５ｍｍ

を越えてはならない。 

 バットプレートの下部から前方または側方に向か

って突出するような装置やウエイトは禁止される。 

 

７.４.１.５ 

b) 

 

 

７.４.１.５ 

c) 

７.４.１.５ 

d) 

 

 

７.４.１.５ 

e) 

 

パームレスト  銃身軸線下２００ｍｍを超えてはならない。 ７.４.５.２ 



 

検査項目 検査手順 Ｉ Ｓ Ｓ Ｆ 

ルール番号 

１０ｍライフル銃  

口径  ４.５ｍｍ（.１７７口径） ７.４.６ 

規格測定  規格をチェックするためにテンプレートの上に銃

を置く。（表７.４.４.１および７.４.４.２の規格に

応じたものでなければならない。） 

７.４.４.２ 

重量  秤を用いてチェックする。５.５㎏を超えてはなら

ない。 

 エアまたはＣＯ２シリンダーが保証期間内であるこ

とは選手の責任である。このことは用具検査でチェッ

クすることができ、助言や勧告を与えることができ

る。 

７.４.４.２ 

 

６.２.４.２ 

長さ  エアライフルシステムの全長は、機関部の後端から

外見上の銃口までで、８５０ｍｍを超えてはならな

い。 

７.４.４ a) 

７.４.４.１ 

バットストック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ピストルグリップとバットプレート間のバットス

トックについては銃軸線の下方１４０ｍｍを超えて

はならない。この制限は木製ストックのライフルには

適用されない。 

 フォアエンドは銃身軸線の下方１２０ｍｍを超え

てはならない。 

 

 バットプレートは上下に調整可能なものでよい。バ

ットプレートはバットストックの中心線から左右に

オフセットするか、または垂直軸に対して回転させる

ことができる。複数部品からなるバットプレートを使

用している場合、すべての部品がバットストックの中

心線から同じ方向にオフセットまたは回転されてい

なければならない。バットプレートのいかなる部分

（最外端）もバットストックの中心線から３０ｍｍを

超えて張り出してはならない。バットストックの中心

線とは、銃身軸線と直角をなす垂直線のことである。 

７.４.２.４ 

 

 

 

７.４.２.５ 

 

 

７.４.２.１ 



ピストルグリップ 

 

 

 

 

 ピストルグリップは銃軸線を含む垂直面から側方

に６０ｍｍを越えて張り出してはならない。 

７.４.２.３ 

７.４.４.１

(Ｊ２) 

外部ウエイト  銃身ウエイトは銃身軸を中心とした半径３０ｍｍ

の円内に収まるもののみ許される。銃身ウエイトを銃

身に沿って動かすことはできる。 

 バットストックから下方または外側（側方）に突出

する装置またはウエイトは禁止される。 

 バットプレートの下部から前方および側方に突出

する装置またはウエイトは禁止される。 

 ウエイトはライフルのどの部分にも装着ができる

が、ストックの基本形状の中になければならないバッ

トストック部のウエイトは、バットプレートの最深部

を通る垂直線より後部に後部に突き出して配置する

ことはできない。ウエイトはストックから突き出るこ

とはできない。 

 ウエイトをライフルに取り付ける際にはどのよう

な種類のテープも使用することはできない。 

 

 

７.４.２.７ 

a) 

 

７.４.２.７ 

b) 

７.４.２.７ 

c) 

７.４.２.７ 

d) 

 

 

 

 

７.４.２.７ 

e) 

 

 

制限項目  サムホール、サムレスト、パームレスト、ヒールレ

ストおよび水準器は禁止される。ヒールレストとは手

の滑りを防ぐために設計されたピストルグリップ下

部の前方や側方に作られた突出部または拡張部のこ

とである。ピストルグリップ、チークピースまたはス

トックの下側に解剖学的な形状（手形など）を作るこ

とはできない。 

７.４.２.２ 



グリップ力の増加  グリップ力を増す物質をフォアエンド、グリップま

たはストック下側につけることはできない。 

７.４.２.６ 

フロントサイト  フロントサイトは外見上の銃口から前方に出ては

ならない。 

７.４.４ b) 

 

銃身と延長チューブ  銃身と延長チューブにはいかなる方法によっても

穴を開けてはならない。コンペンセーターおよびマズ

ルブレーキは、ライフルにおいては、禁止される。銃

身、延長チューブの内面はライフリングまたは薬室の

加工を除き、いかなる加工や部品の取り付けも禁止さ

れる。 

７.４.１.５ 



 

検査項目 検査手順 Ｉ Ｓ Ｓ Ｆ 

ルール番号 

３００ｍライフル銃  

  ３００ｍライフルの規格は５０ｍライフル（男女）

のものと同様。 

７.４.５.４ 

７.７.５ 

口径  最大８ｍｍ ７.４.６ 

陽炎ベルト 最大幅６０ｍｍ ７.４.５.４ 



 

検査項目 検査手順 Ｉ Ｓ Ｓ Ｆ 

ルール番号 

３００ｍスタンダードライフル銃  

  ３００ｍスタンダードライフル種目においては、国

際ミリタリースポーツ評議会（ＣＩＳＭ）の３００ｍ

ライフル種目で使用できるライフルについては、事前

に用具検査を通れば、使用することができる。 

すべての姿勢で同一のライフルを改変なしで使用

しなければならない。バットプレートおよびハンドス

トップの調節またはフロントインサートの変更また

はリアサイトまたはアイピースの調節は許される。競

技中のチークピースの取り外しは、銃身クリーニング

およびボルト交換のために、ジュリーの監督下、行う

ことは許されるが、再装着する際にその位置を変える

ことはできない。 

７.４.１.１ 

 

 

 

７.４.３ b) 

口径  最大８ｍｍ ７.４.６ 

規格測定  規格をチェックするためにテンプレートの上に銃

を置く。（表７.４.４.１および７.４.４.２の規格に

応じたものでなければならない。） 

７.４.４.２ 

重量  秤を用いてチェックする。５.５㎏を超えてはなら

ない。使用するウエイトを装着したうえで重さを測ら

なければならない。 

７.４.４.２ 

銃身長  延長チューブも含めた銃身の全長は、遊底面から外

見上の銃口までで、７６２ｍｍを超えてはならない。 

７.４.３ c) 

７.４.４.２ 

陽炎ベルト 最大幅６０ｍｍ ７.４.５.４ 

引き金  引金の重さは１５００ｇ以上。 

 引金の重さは銃身を垂直にした状態で測定されな

ければならない。引金の中央付近に規程重量の検査用

錘を吊して、錘は水平面におかれ、その面から明瞭に

持ち上げられなければならない。錘が持ち上げられた

後、コッキングされていたことを確かめるため、引き

金が引かれる。 

７.４.３ a) 

７.４.４.２ 



バットプレート  バットプレートは上下に調整可能なものでよい。バ

ットプレートはバットストックの中心線から左右に

オフセットするか、または垂直軸に対して回転させる

ことができる。複数部品からなるバットプレートを使

用している場合、すべての部品がバットストックの中

心線から同じ方向にオフセットまたは回転されてい

なければならない。バットプレートのいかなる部分

（最外端）もバットストックの中心線から３０ｍｍを

超えて張り出してはならない。バットストックの中心

線とは、銃身軸線と直角をなす垂直線のことである。 

７.４.２.１ 

バットストック 

 

 ピストルグリップとバットプレート間のバットス

トックについては銃軸線の下方１４０ｍｍを超えて

はならない。この制限は木製ストックのライフルには

適用されない。 

 フォアエンドは銃身軸線の下方１２０ｍｍを超え

てはならない。 

７.４.２.４ 

 

 

 

７.４.２.５ 

 

ピストルグリップ 

 

 

 

 

 ピストルグリップは銃軸線を含む垂直面から側方

に６０ｍｍを越えて張り出してはならない。 

７.４.２.３ 

７.４.４.１

(Ｊ２) 

外部ウエイト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 銃身ウエイトは銃身軸を中心とした半径３０ｍｍ

の円内に収まるもののみ許される。銃身ウエイトを銃

身に沿って動かすことはできる。 

 バットストックから下方または外側（側方）に突出

する装置またはウエイトは禁止される。 

 バットプレートの下部から前方および側方に突出

する装置またはウエイトは禁止される。 

 ウエイトはライフルのどの部分にも装着ができる

が、ストックの基本形状の中になければならないバッ

トストック部のウエイトは、バットプレートの最深部

を通る垂直線より後部に後部に突き出して配置する

ことはできない。ウエイトはストックから突き出るこ

とはできない。 

 ウエイトをライフルに取り付ける際にはどのよう

な種類のテープも使用することはできない。 

７.４.２.７ 

a) 

 

８.４.２.７ 

b) 

７.４.２.７ 

c) 

７.４.２.７ 

d) 

 

 

 

 

７.４.２.７ 

e) 



制限項目  二脚（バイポッド）は射撃の前後または姿勢切り替

えの間、ライフルを支えるために使用することができ

るが、本射中は、折り畳み式であるなしにかかわらず、

ライフルから取り外さなければならない。 

 二脚または装着型ライフルレスト、サムホール、サ

ムレスト、パームレスト、ヒールレストおよび水準器

は禁止される。ヒールレストとは手の滑りを防ぐため

に設計されたピストルグリップ下部の前方や側方に

作られた突出部または拡張部のことである。ピストル

グリップ、チークピースまたはストックの下側に解剖

学的な形状（手形など）を作ることはできない。 

 ハンドストップやスリング留め金具の装着は、立射

姿勢では許されない。 

７.５.８.６ 

 

 

 

７.４.２.２ 

 

 

 

 

 

 

７.６.１.３ 

h) 

グリップ力の増加  グリップ力を増す物質をフォアエンド、グリップま

たはストック下側につけることはできない。 

７.４.２.６ 

フロントサイト  フロントサイトは外見上の銃口から前方に出ては

ならない。 

７.４.４ b) 

 

銃身と延長チューブ  銃身と延長チューブにはいかなる方法によっても

穴を開けてはならない。コンペンセーターおよびマズ

ルブレーキは、ライフルにおいては、禁止される。銃

身、延長チューブの内面はライフリングまたは薬室の

加工を除き、いかなる加工や部品の取り付けも禁止さ

れる。 

７.４.１.５ 

 



 

検査項目 検査手順 Ｉ Ｓ Ｓ Ｆ 

ルール番号 

下着 

射撃ジャッケトの下  厚さは一重で２.５ｍｍ、二重で５ｍｍを超えては

ならない。 

体、腕の動きを固定したり、過度に制限したりしな

い一般の下着やトレーニングウェアのみが着用でき

る。 

７.５.７.１ 

 

７.５.７.２ 

 

７.５.２.１ 

射撃ズボンの下  厚さは一重で２.５ｍｍ、二重で５ｍｍを超えては

ならない。 

脚、体の動きを固定したり、過度に制限したりしな

い一般の下着やトレーニングウェアのみが着用でき

る。 

７.５.７.１ 

 

７.５.７.２ 

 

７.５.２.１ 

その他の下着 上記以外の下着は禁止される。 

キネシオテープや医療用テーピングはＩＳＳＦル

ールとは相容れないものであり、禁止される。競技後

検査に選ばれた選手は禁止されたテーピングを行っ

てないことを確認するために服を脱ぐことを求めら

れる。 

７.５.７.２ 

６.７.４.２ 

 



 

検査項目 検査手順 Ｉ Ｓ Ｓ Ｆ 

ルール番号 

射撃ズボン 

 全種目を通じて１本の射撃ズボンしか使用できな

い。 

７.５.１.２ 

素材 

 

 

 

 自由に曲がる材質で通常の射撃条件下で固さや厚

さが増加するなどの物理的性質が変化しない物で作

られていなければならない。すべての裏地、芯材、充

て物も同じ仕様を満たさなければならない。裏地や芯

材は通常の仕立て縫い以外の、キルティング、クロス

ステッチ、のり付け等の方法で表地に付けられてはな

らない。すべての裏地や芯材は衣服の一部として測定

されなければならない。 

 固さ測定器の測定シリンダーが３.０ｍｍ以上沈む

こと。固さを測るときは１本あたり２か所以上を測定

すること。計測器の周りの計測台の上にズボンを広げ

て行うこと。もし選手から特定の場所を測ってほしい

と要請があったら、それ以外の場所を、少なくとも２、

３か所追加で測定しなければならない。測定場所のう

ちの１つではなく、全ての場所で基準を満たさなけれ

ばならない。測定は内側から行うこと。ウエストバン

ドを測定するときには、縫い目や折り目に注意するこ

と。 

 ベルトループの幅は２０ｍｍ以下、間隔は８０ｍｍ

以上で、最大７個まで付けられる。 

７.５.１.１ 

 

 

 

 

 

 

 

７.５.２.２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７.５.５.１ 

 

厚さ  裏地を含めて一重で２.５ｍｍ、二重で５.０ｍｍ以

下。２か所以上測定すること（上図参照）。厚さ測定

器を使って測定すること。測定場所のうちの１つでは

なく、全ての場所で基準を満たさなければならない。 

７.５.２.１ 

７.５.５.１ 

補強（膝あて）  外側にのみ取付けることができる。厚さはズボンの

生地や裏地を含めて一重で１０ｍｍ、二重で２０ｍｍ

以内。最大長は３００ｍｍ、幅はズボンの脚部の円周

の半分を超えてはならない。 

７.５.５.３ 

ポケット ポケットを付けることは許されない。 ７.５.５.１ 



前開き 

（ズボンの前のファ

スナー部分） 

前開きの開閉のためのファスナーまたは閉め具は

１種類のみ。ベルクロを他の閉め具と併用することは

禁止される。前開きは股より下にのびてはならない。

閉じることのできない開口部は複数許される。 

７.５.５.２ 

ウエストバンド  幅は７０ｍｍを超えてはいけない。厚さが２.５ｍ

ｍ（縫い目や折り目を含まないウエストバンドのみの

厚さを測ること）を超える場合はベルトの使用は許さ

れない。ベルトを使用しない場合、ウエストバンドの

最大の厚さは３.５ｍｍとする。１つのホックで５個

以下の留め具または受け金具が５個以下のスナップ

ボタンまたは類似の留め具またはベルクロ（マジック

テープ）を使用して閉じてもよい。ズボンを閉じる方

法は１つの方法のみが許可される。ベルクロ（マジッ

クテープ）と他の方法との併用は禁止する。留め具を

ライフルを支える肘の台となるような位置に配置す

ることはできない。 

 ベルトループの幅は２０ｍｍ以下、間隔は８０ｍｍ

以上。 

７.５.５.１ 

７.５.５.２ 

ズボンの脚の閉め具 ズボンの各々の脚部にファスナーが１本だけ許さ

れる。ファスナーの上端はズボンの上端から７０ｍｍ

以上離れていなければならない。１本のジッパーに２

つの開閉器を付けることは許される（ＩＳＳＦ解説）。

１本のファスナーをズボンの脚の上部前方または脚

の後部に取り付けることは許されるが、１本の脚の前

後両方に取り付けることは許されない。 

 ズボンは脚の周囲をゆるく覆っていなければなら

ない。ズボンの脚部またはお尻の周囲を締め付けるよ

うなひも、ジッパー等はすべて禁止される。 

７.５.５.１ 

７.５.５.２ 

ズボンの上端 骨盤の頂点より５０ｍｍを超えて高くなってはな

らない。 

７.５.５.１ 

７.５.５.５ 

通常のズボン 射撃ズボンを着用しない場合、体のどの部分にも人

工的な支えを与えることのない通常のズボンを着用

してよい。 

７.５.５.１ 

 



 

検査項目 検査手順 Ｉ Ｓ Ｓ Ｆ 

ルール番号 

射撃ジャケット 

 全種目を通じて１着の射撃ジャケットしか使用で

きない。 

７.５.１.２ 

素材 

 

 

 

 自由に曲がる材質で通常の射撃条件下で固さや厚

さが増加するなどの物理的性質が変化しない物で作

られていなければならない。すべての裏地、芯材、充

て物も同じ仕様を満たさなければならない。 

固さを測るときは１本あたり２か所以上を測定す

ること。計測器の周りの計測台の上にズボンを広げて

行うこと。もし選手から特定の場所を測ってほしいと

要請があったら、それ以外の場所を、少なくとも２、

３か所追加で測定しなければならない。測定場所のう

ちの１つではなく、全ての場所で基準を満たさなけれ

ばならない。測定は外側から行うこと。  

固さ測定器の測定シリンダーが３.０ｍｍ以上沈む

こと。 

７.５.１.１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７.５.２.２ 

構造 

 

 

 

 通常の仕立て部分以外で裏地にクロスステッチ、キ

ルティング、粘着物またはジャケットの素材の外側を

固くするものがないことを確認する。 

 ジャケットの横の部分（サイドパネル）には、立射

姿勢でライフルを支える腕の肘の下にあたる肘の先

端から上部７０ｍｍ下部２０ｍｍの範囲のシームフ

リーゾーンに水平な縫い目を配置してはならない。シ

ームフリーゾーンの検査は射撃ジャケットを着用し、

ボタンを全て閉めた状態で、ライフルを持って立射姿

勢をとったうえで行われなければならない。 

７.５.４.７ 

 

 

７.５.４.５ 

厚さ  裏地を含めて一重で２.５ｍｍ、二重で５.０ｍｍ以

下。２か所以上測定すること（上図参照）。厚さ測定

器を使って測定すること。測定場所のうちの１つでは

なく、全ての場所で基準を満たさなければならない。 

７.５.２.１ 

７.５.４.１ 



補強（肩あて、肘あ

て、ボタン穴周り） 

 外側にのみ取付けることができる。厚さはジャケッ

トの生地や裏地を含めて一重で１０ｍｍ、二重で２０

ｍｍ以内。 

 ボタンホールの周辺部とはボタンホールから１２

ｍｍ以内の範囲のことであり、この範囲は厚さが、許

可された２.５ｍｍを超えてもよい。 

７.５.４.８ 

 

 

７.５.４.２ 

肘あて  肘の部分は両側とも補強パッチを付けることがで

きるが、袖の円周の１/２の範囲を超えてはならない。

スリングを付ける腕には上腕部から袖口の手前１０

０ｍｍのところまで補強パッチを付けることができ

る。その反対側の腕には最長３００ｍｍの範囲で補強

パッチを付けることができる。 

７.５.４.８ 

肩あて バットプレートの当たる肩の部分の補強パッチは

最も長い個所を測定して３００ｍｍを超えてはなら

ない。 

ジャケットの肩あて付近の生地のたるみを取るた

めに、ジッパー1本または２本以内のストラップをジ

ャケットにつけることは許される 

７.５.４.８ 

 

 

７.５.４.３ 

スリングのずれ防止

具 

スリングのずれを防ぐために、スリングをつける腕

の外側またはジャケットの肩の縫い目に、フック、ル

ープ、ボタンまたは類似の器具を１つだけ取り付ける

ことができる。 

７.５.４.３ 

c) 

ポケット 内ポケットはすべて禁止される。 

外部ポケットは１つだけ、ジャケットの右前部（左

選手の場合は左前部）に位置するものは許される。ポ

ケットの最大サイズは、高さはジャケットの下端から

２５０ｍｍまで、幅は２００ｍｍまでとする。 

７.５.４.８ 

e) / f) 

バックパネル（ジャ

ケットの背の部分） 

バックパネルは、ジャケットを固くしたり、その柔

軟性を損なうような構造であってはならない。バンド

やストラップを含め、複数の素材を使用した構造のも

のでもよいが、バックパネルのすべての部分は厚さ

２.５ｍｍ以内、固さは３.０ｍｍ以上の制限が守られ

ていなければならない。 

７.５.４.４ 

長さ  ジャケットの丈は手のこぶしの下部を超えて長く

してはならない。 

７.５.４.１ 



袖 伏射および膝射の際、スリングを付けた腕のジャケ

ットの袖は手首より先に出てはならない。 

袖が柔軟でかつ曲がった状態で両袖が絡み合わな

いことを確かめるために、選手はジャケットを着てボ

タンを留めた状態で両腕を完全に伸ばせるかまたは

真っ直ぐにできなければならない。もし両腕が伸ばせ

ない場合、そのジャケットは承認されない。 

７.５.４.６ 

 

閉め具 ジャケットの前合わせは、ボタンかジッパーのよう

な調節のきかない留め具で留めなければならない。合

わせの重ねしろはボタン等を留めた状態で１００ｍ

ｍ以上あってはならない。ジャケットは着る者の体に

ゆったりと吊られる状態でなければならない。 

ジャケットは、ボタン等を留めた状態よりも、少な

くとも７０ｍｍ以上重ね合わせることができなけれ

ばならないが、この測定はボタンの中心からボタンホ

ールの外側までの長さを測らなければならない。この

測定は選手が両腕を体側に下ろした状態で行われる。

選手は普通に立ち、肩を前に出したりすぼめたりする

ことは許されない。またこの測定は射撃ズボンを使用

する場合には射撃ズボンを着用した状態で測定され

る。測定はオーバーラップゲージで、６.０～８.０ｋ

ｇの力をかけて行われなければならない。 

測定終了後、ボタンの位置をマーキングペンまたは

改変できない方法で印を付ける。 

ボタンホールの周辺部とはボタンホールから１２

ｍｍ以内の範囲のことであり、この範囲は厚さが、許

可された２.５ｍｍを超えてもよい。 

７.５.４.２ 

キネシオテープまた

は医療用テーピング 

キネシオテープや医療用テーピングによってもた

らされる人工的なサポートはＩＳＳＦルールとは相

容れないものである。競技後検査に選ばれた選手は禁

止されたテーピングを行ってないことを確認するた

めに服を脱ぐことを求められる。 

６.７.４.２ 

 



 

検査項目 検査手順 Ｉ Ｓ Ｓ Ｆ 

ルール番号 

グローブ 

素材 

 

 

 自由に曲がる材質で通常の射撃条件下で固さや厚

さが増加するなどの物理的性質が変化しない物で作

られていなければならない。 

７.５.１.１ 

厚さ  縫い目と継ぎ目を除いた、どこの部分でも、手の甲

から手のひらまで重ねて測定して、１２ｍｍを超えて

はならない。 

７.５.６.１ 

長さ  リストナックルの中心から測定して、５０ｍｍを超

えて長くなってはならない。 

７.５.６.１ 

閉め具 手首の部分のひもや閉め具はどのようなものも禁

止される。グローブが着用しやすいように手首の部分

に伸縮性を持たせてもよいが、着用した際に手首の部

分はゆったりとしていなければならない。 

手首の閉め具の検査は指で行う。きついのは禁止。 

７.５.６.２ 

 



 

検査項目 検査手順 Ｉ Ｓ Ｓ Ｆ 

ルール番号 

スリング 

スリング幅  ４０ｍｍを超えてはならない。 ７.５.８.２ 

 



 

検査項目 検査手順 Ｉ Ｓ Ｓ Ｆ 

ルール番号 

ニーリングロール（１個のニーリングロールのみ許可される） 

素材 

 

 素材を検査すること。柔らかく曲げることができる

材質でなければならない。 

７.５.８.５ 

長さ  最大 ２５ｃｍ ７.５.８.５ 

直径  最大 １８ｃｍ ７.５.８.５ 

形状 円筒形。円筒形にするために、しばったり、器具を

用いたりすることは許されない。 

７.５.８.５ 

ニーリングヒールパ

ッド 

柔軟で圧縮性のある素材でできた最大２０ｃｍ×

２０ｃｍのもの。ライフル用の服装の厚さ測定器で測

定して、１０ｍｍより厚くなってはならない。 

７.５.８.７ 

 



 

検査項目 検査手順 Ｉ Ｓ Ｓ Ｆ 

ルール番号 

射撃靴 

 １足のみ許可される。そろったペアでなければなら

ない。（７.５.３.６の図参照） 

７.５.３ 

７.５.３.５ 

素材 

 

 靴底より上の部分の材質は柔らかく、しなやかで、

曲がりやすいもので、その厚みは、靴の図（7.5.3.6）

のＤの様に平らな部分のどこを測定しても、裏地を含

めて４ｍｍを超えてはならない。 

 靴底は全体がつま先の部分で曲げることができる

同一の素材や成分で全体が作られていなければなら

ない。選手は取り外し可能な中敷きを使うことができ

るが、その中敷きもつま先の部分で曲げることができ

なければならない。 

７.５.３.１ 

 

 

 

７.５.３.２ 

靴底の柔軟性 

 

 

 

 

 

 靴底が柔軟であることを示すため、選手は、ＦＯＰ

にいるときはいつでも普通の歩き方（踵からつま先）

をしなければならない。最初の違反には警告が、違反

を繰り返せば２点の減点や失格を科されることにな

る。 

 測定装置に靴をはさんで踵の部分に１５Ｎｍの力

を加えたときに、２２.５°以上曲がらなければなら

ない（アネックスＡ：操作マニュアル参照）。 

７.５.３.３ 

 

 

 

 

７.５.２.３ 

 

中敷き  中敷きは使うことはできるが、柔軟なものでなけれ

ばならない。硬い、柔軟性のないプラスチックなどの

素材で作られたものや母指球の部分で曲げられない

ものは許されない。 

 競技後検査では選手の靴を脱がせ、中敷きを検査す

ること。 

７.５.３.２ 

靴底の拡張 

 

靴底は靴の外形に沿ってカーブしていなければな

らない。また、どの部分においても靴の外形から５.

０ｍｍを超えて張り出すことはできない。つま先や踵

は方形または平らに切りそろえることはできない。 

７.５.３.６ 

高さ 柔靴の高さの最大値：Ｂの長さの２/３を超えない。 ７.５.３.６ 

 



検査 

フォローアップ検査 競技後検査は予選および本選の後およびファイナ

ル前の出頭時間中に行われなければならない。１０ｍ

および５０ｍのライフル種目における競技後検査は

種目（射群、予選、本選）ごとに、６人の選手に行わ

れそれに加えて１人にテーピングのみの検査を行わ

れなければならない。 

もしも同じ選手が同じ種目で２回以上競技後検査

に選ばれた場合、その検査を実施するか否かはコイン

で決定する。ファイナル実施中に３人の選手を検査し

なければならない。 

用具検査ジュリーはすべての競技後検査の運営を

監督する責任を負う。ライフル種目の競技後検査には

射撃用服装（ジャケット、ズボン、靴、グローブ）、

下着、テーピングおよびライフル銃の規格（該当する

ならば引き金の重さを含む）の検査が含まれていなけ

ればならない。 

競技後検査では、選ばれた選手が改変をしたり衣服

を交換する機会がなかったことを確認するために、選

手をエスコートする人が必要となる。 

女子選手のテーピングや下着の検査を実施するた

めに女性の審判が必要である。 

競技後検査に通らなかった選手が出た場合、主任用

具検査ジュリーまたは主任用具検査ジュリーに担当

を指示されていた用具検査または競技ジュリーは検

査が正確に行われていたことを確認し、選手を失格に

しなければならない。確認の手順には、検査器具の測

定が正確であることを確認するために、ＩＳＳＦ校正

検査器具の使用が含まれなければならない。 

この失格に対する上訴は上訴ジュリーに提出する

ことができる。上訴ジュリーは、検査が正確に行われ

ていたのであれば、再検査はできないことを決定しな

ければならない。 

選手が銃、服装または用具に変更または変更を試み

たという確かな証拠をジュリーが手に入れた場合、そ

６.７.９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６.７.９.１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６.７.９.２ 

 

 

 

 

 

 

６.７.９.３ 

 

 

 

６.７.９.４ 

 



の選手を指名選択検査（特定の選手を選ぶ）すること

ができる。 

ジュリーはルール違反（用具、服装など）を目撃し、

かつ競技開始前で直すことが可能な場合には、選手が

その場を去る前にアドバイスをしなければならない。 

 

 

 

ファイナルのための

フォローアップ検査 

ファイナル前検査 

レポーティングタイムの間に全選手はオーバーラ

ップの検査を受けなければならない。 

全てのライフルは、全規格、フロントおよびリアサ

イト、重量の検査を受けなければならない。 

スポンサー、ブラインダー、キャップおよび電子装

置については目視検査を行う。 

用具検査ジュリーは準備時間中の全ての競技検査

の実施を監督する責任を負う。。 

 

 

 

 

 

 

 

６.８ 

注）硬さの測定値は全て、用具検査用紙に明瞭に記入されなければならない（アネックス

Ｂ参照）。 
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